
3 22017.6.1 広報えな

0 10 20 30 40 50 60

　
今
後
、
市
に
住
み
続
け
る
た
め

に
伸
ば
す
べ
き
魅
力
を
伺
い
ま
し

た
。
子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
な

ど
１６
の
分
野
か
ら
３
つ
ま
で
選
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
１
位
は
「
働

く
環
境
」
で
半
数
以
上
の
方
が
選

び
ま
し
た
。
２
位
「
医
療
環
境
」、

３
位
「
子
育
て
環
境
」、４
位
「
教

育
環
境
」、
５
位
「
商
業
の
活
力
」

の
順
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
代
別
で
は
、
全
て
の
年
代
で

「
働
く
環
境
」
が
１
位
と
な
り
ま

し
た
が
、
３０
歳
未
満
と
３０
歳
代
・

４０
歳
代
で
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

施
設
（
娯
楽
施
設
）」、
５０
歳
代
・

６０
歳
代
で
「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

活
動
」、
７０
歳
代
・
８０
歳
以
上
で

「
人
柄
・
思
い
や
り
・
マ
ナ
ー
」「
農

林
業
の
活
力
」
が
上
位
に
入
り
ま

し
た
。

　
地
域
別
で
は
、
全
て
の
地
域
で

「
働
く
環
境
」、「
医
療
環
境
」、「
子

育
て
環
境
」
が
３
位
ま
で
を
占
め

ま
し
た
が
、
大
井
・
長
島
・
東
野

地
域
と
三
郷
・
武
並
地
域
で
「
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
（
娯
楽
施

設
）」、
笠
置
・
中
野
方
・
飯
地
地

域
と
串
原
・
上
矢
作
地
域
で
「
農

林
業
の
活
力
」
が
上
位
に
入
り
ま

し
た
。
す
べ
て
の
年
代
と
地
域
に

お
い
て
「
働
く
環
境
」
を
伸
ば
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
に
住
み
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
、
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
重

点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。同
時
に
、年
代
や
地
域
と
い
っ

た
、
対
象
を
絞
っ
た
き
め
細
か
な

施
策
の
展
開
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、こ
の
他「
結

婚
、
少
子
化
に
つ
い
て
」「
健
康

Ｑ
．今
後
、
恵
那
市
は
何
を
伸
ば
し
て
い
く
べ
き
か

■
問
　
あ
な
た
は
こ
れ
か
ら
も

今
の
場
所
に
住
み
続
け
た
い
で

す
か
？
（
回
答
数
＝
１
３
７
４
）

住み続けたい
68.7％

市外へ引越し
したい
10.3％

わからない
16.5％

働く環境 56.7％

　
市
の
魅
力
や
将
来
に
つ
い
て
調

査
す
る
設
問
で
、
今
後
の
居
住
意

向
と
引
っ
越
し
た
い
理
由
を
伺
い

ま
し
た
。「
住
み
続
け
た
い
」
が

最
も
高
く
、「
市
内
へ
引
越
し
し

た
い
」
と
合
わ
せ
て
７３
・
２
㌫
の

市
民
が
市
に
住
み
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
年
代
別
で
は
、
市
に
住
み
続
け

た
い
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
７０
歳

代
・
８０
歳
以
上
が
８８
・
７
㌫
で
最

も
多
く
、
逆
に
最
も
少
な
い
の
は

３０
歳
未
満
が
４１
・
７
㌫
と
な
り
ま

し
た
。
年
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
こ

れ
か
ら
も
市
に
住
み
続
け
た
い

と
考
え
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

引
っ
越
し
た
い
理
由
と
し
て
は

「
今
の
生
活
環
境
が
不
便
だ
か
ら
」

Ｑ
．恵
那
市
に
住
み
続
け
た
い

市内へ引越し
したい
4.5％

意
識
や
取
り
組
み
、
喫
煙
に
関
す

る
意
識
に
つ
い
て
」「
社
会
に
お

け
る
男
女
の
役
割
や
、
仕
事
・
家

庭
の
調
和
に
つ
い
て
」
な
ど
を
聞

い
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書

は
、
市
役
所
西
庁
舎
１
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
や
、
各
振
興
事
務

所
、
図
書
館
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.city

.en
a.

lg.jp)

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

が
４９
・
８
㌫
と
半
数
を
占
め
、
続

い
て
「
通
勤
・
通
学
の
都
合
」
が

１４
・
３
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
　

■問　今後、恵那市に住み続けるために、何を伸ばして

いくべきだと思いますか？（回答数＝１,３４４）

　（%）

医療環境 48.2％
子育て環境 34.4％

教育環境 18.2％
商業の活力 16.1％
まちづくり・地域活動 16.0％
アミューズメント施設（娯楽施設）15.6％
農林業の活力 13.7％
人柄・思いやり・マナー 13.5％
工業の活力 11.5％
憩いの場所（公園等）10.3％
観光交流 8.6％
自然環境 7.0％
住宅の取得しやすさ 5.7％
まち並み景観 4.5％
歴史・文化の活用 4.2％

 調査の概要
調査対象：１８歳以上の市民２,５００人
抽出方法：無作為抽出法
調査方法：郵送配布、郵送回収
調査時期：平成２９年 １月
有効回答：１,４３３人（回収率５７.３％）
性別：男性４９．４％、女性５０．６％

平成2８年度 市民意識調査の結果

働く環境づくりが最重要課題

　市民の皆さんの暮らしの現状や市政へのご意見を伺い、今後のまちづくりに反映させることを目的
に「市民意識調査」を実施しました。
　調査では、市民の皆さんの暮らしの現状や住み続けるために必要なこと、まちづくりに関する具体
的な質問などのほか、第２次総合計画の推進状況を把握するための事項などをお聞きしました。また、
市政に対する意見や提案などを自由に記入していただきました。調査結果は「第２次総合計画」の推
進や今後のまちづくりの基礎データとして活用します。
　今、市民の皆さんが市政をどのように考えているのか。調査結果の一部を紹介します。
□問い合わせ　企画課　志２６-２１１１（内線３４６）

1位 働く環境 ／ 2 位 医療環境 ／ 3 位 子育て環境


